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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月14日(2011.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【表１５】

　表３の多くの組成物は、より低い吐出圧力および吐出温度を維持しながらＨＦＣ－１３
４ａと比べて同様なエネルギー効率（ＣＯＰ）を有する。表３にリストされる組成物の幾
つかについての冷凍能力もまたＲ１３４ａと同様であり、これらの組成物が冷凍およびエ
アコンでＲ１３４ａの代替冷媒であり得ることを示唆する。さらに、組成物の幾つかは低
い平均グライドを有し、従ってフラデッドエバポレーター型冷却装置での使用を可能にす
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　以上、本発明を要約すると、下記のとおりである。
１．ａ．約５０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフ
ルオロプロペンおよび約５０質量パーセント～約１質量パーセントの２，３，３，３－テ
トラフルオロプロペン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびシクロプロパン；
　ｄ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロピレン；
　ｅ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびフルオロエタン；
　ｆ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロピレン；
　ｇ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびペンタフルオロエタン；
　ｈ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、およびフルオロエタン；
　ｉ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、およびシクロプロパン；
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　ｊ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、およびアンモニア；
　ｋ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、およびプロピレン；
　ｌ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびアンモニア；
　ｍ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびシクロプロパン；
　ｎ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびプロパン；
　ｏ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびプロピレン；または
　ｐ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびジフルオロメタン
からなる群から選択された組成物。
２．本質的に
　ａ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびアンモニア；または
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１－ジフルオロエタン
からなるａ．ｂまたはｃからなる群から選択された組成物。
３．ポリアルキレングリコール、ポリオールエステル、ポリビニルエーテル、鉱油、アル
キルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、またはポリ（アルファ）オレフィンから
なる群から選択された潤滑剤をさらに含む、上記１に記載の組成物。
４．相溶化剤、ＵＶ染料、可溶化剤、トレーサー、安定剤、パーフルオロポリエーテルま
たは官能化パーフルオロポリエーテルからなる群から選択された少なくとも１つの添加剤
をさらに含む、上記１に記載の組成物。
５．ａ．約８０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフ
ルオロプロペンおよび約２０質量パーセント～約１質量パーセントのペンタフルオロエタ
ン；
　ｂ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１０質量パーセント～約１質量パーセントのシクロプロパン；
　ｃ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１０質量パーセント～約１質量パーセントのプロピレン；
　ｄ．約９０～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンお
よび約１～約１０質量パーセントのフルオロエタン；
　ｅ．約９０～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンお
よび約１～約１０質量パーセントのアンモニア；
　ｆ．約９０～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンお
よび約１～約１０質量パーセントのプロピレン；
　ｇ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタンおよび約１質量パーセント～約２０質量パーセントのペンタフルオロエタン
；
　ｈ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約１０質量パーセントのフルオロエタン；
　ｉ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約１０質量パーセントのシクロプロパン；
　ｊ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
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オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約５質量パーセントのアンモニア；
　ｋ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約５質量パーセントのプロピレン；
　ｌ．約４０質量パーセント～約９７質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、約１質量パーセント～約２０質量パーセントのペンタフルオロエタン、お
よび約１質量パーセント～約５質量パーセントのアンモニア；
　ｍ．約４０質量パーセント～約９７質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、約１質量パーセント～約２０質量パーセントのペンタフルオロエタン、お
よび約１質量パーセント～約５質量パーセントのシクロプロパン；
　ｎ．約４０質量パーセント～約９７質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロパン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、約１質量パーセント～約２０質量パーセントのペンタフルオロエタン、お
よび約１質量パーセント～約５質量パーセントのプロパン；
　ｏ．約４０質量パーセント～約９７質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、約１質量パーセント～約２０質量パーセントのペンタフルオロエタン、お
よび約１質量パーセント～約５質量パーセントのプロピレン；または
　ｐ．約４０質量パーセント～約９７質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、約１質量パーセント～約２０質量パーセントのペンタフルオロエタン、お
よび約１質量パーセント～約１０質量パーセントのジフルオロメタン
からなる群から選択された、上記１に記載の組成物。
６．本質的に
　ａ．約８０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１質量パーセント～約２０質量パーセントのペンタフルオロエタン
；
　ｂ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１質量パーセント～約１０質量パーセントのアンモニア；または
　ｃ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１質量パーセント～約１０質量パーセントの１，１－ジフルオロエ
タン
からなる、上記２に記載の組成物。
７．冷却しようとする本体の近くで上記１または２に記載の組成物を蒸発させる工程と、
その後、該組成物を凝縮させる工程とを含み、ここで組成物が冷媒である移動式エアコン
システムで冷却を行う方法。
８．冷却媒体をエバポレーターに通す工程と、上記１または２に記載の組成物を蒸発させ
て蒸気を生成させる工程と、それによって冷却媒体を冷却する工程と、冷却媒体をエバポ
レーター外に出して冷却しようとする本体へ通過させる工程とを含む、フラッデドエバポ
レーター冷却装置で冷却を生じさせる方法。
９．上記１または２に記載の組成物をエバポレーターに通す工程と、冷却媒体をエバポレ
ーターで蒸発させて冷却媒体蒸気を生成させる工程と、それによって組成物を冷却する工
程と、組成物をエバポレーター外に出して、冷却しようとする本体へ通過させる工程とを
含む、直膨型冷却装置で冷却を行う方法。
１０．フラッデドエバポレーター冷却装置、直膨型冷却装置または閉ループ式伝熱システ
ムでＨＦＣ－１３４ａを置き換える方法であって、上記１または２に記載の組成物をＨＦ
Ｃ－１３４ａの代わりに上記フラデッドエバポレーター冷却装置、直接膨張式冷却装置ま
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たは閉ループ式伝熱システムに備える工程を含む方法。
１１．冷却媒体をエバポレーターに通す工程と、組成物を蒸発させて蒸気を生成させる工
程と、それによって冷却媒体を冷却する工程と、冷却媒体をエバポレーター外に出して冷
却しようとする本体へ通過させる工程とを含む、フラッデドエバポレーター冷却装置で冷
却を生じさせる方法であって、ここで組成物が
　ａ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびジフルオロメタン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１，１，２－テトラフル
オロエタン；
　ｄ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｅ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびシクロプロパン；
　ｆ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロパン；
　ｇ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２，３，３，３－テトラフルオロ
プロペンおよび１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　ｈ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびジフルオロメタン；
　ｉ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｊ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびフルオロエタン；または
　ｋ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびプロパン
からなる群から選択される方法。
１２．組成物をエバポレーターに通す工程と、冷却媒体をエバポレーターで蒸発させて冷
却媒体蒸気を生成させる工程と、それによって組成物を冷却する工程と、組成物をエバポ
レーター外に出して、冷却しようとする本体へ通過させる工程とを含む、直膨型冷却装置
で冷却を生じさせる方法であって、ここで組成物が
　ａ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびジフルオロメタン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１，１，２－テトラフル
オロエタン；
　ｄ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｅ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびシクロプロパン；
　ｆ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロパン；
　ｇ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２，３，３，３－テトラフルオロ
プロペンおよび１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　ｈ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびジフルオロメタン；
　ｉ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｊ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびフルオロエタン；または
　ｋ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびプロパン
からなる群から選択される方法。
１３．フラッデドエバポレーター冷却装置または直膨型冷却装置でＨＦＣ－１３４ａを置
き換える方法であって、組成物を上記フラデッドエバポレーター冷却装置または直膨型冷
却装置に備える工程を含み、ここで上記組成物が
　ａ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびジフルオロメタン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
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　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１，１，２－テトラフル
オロエタン；
　ｄ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｅ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびシクロプロパン；
　ｆ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロパン；    
　ｇ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２，３，３，３－テトラフルオロ
プロペンおよび１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　ｈ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびジフルオロメタン；
　ｉ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｊ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびフルオロエタン；または
　ｋ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびプロパン
からなる群から選択される方法。
１４．組成物が、
　ａ．約８０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約２０質量パーセント～約１質量パーセントのジフルオロメタン；
　ｂ．約８０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロパンおよび約２０質量パーセント～約１質量パーセントのペンタフルオロエタン
；
　ｃ．約５０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約５０質量パーセント～約１質量パーセントの１，１，１，２－テト
ラフルオロエタン；
　ｄ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１０質量パーセント～約１質量パーセントの１，１－ジフルオロエ
タン；
　ｅ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロパンおよび約１０質量パーセント～約１質量パーセントのシクロプロパン；
　ｆ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１０質量パーセント～約１質量パーセントのプロパン；
　ｇ．約１質量パーセント～約６０質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフルオ
ロプロペン、約２０質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約５０質量パーセントの２，３，３，３－テ
トラフルオロプロペン；
　ｈ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約１０質量パーセントのジフルオロメタン；
　ｉ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約１０質量パーセントの１，１－ジフルオロ
エタン；
　ｊ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロパン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約１０質量パーセントのフルオロエタン；ま
たは
　ｋ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約５質量パーセントのプロパン
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からなる群から選択される、上記１１～１３のいずれかに記載の方法。
１５．凝縮させる工程の前に組成物を圧縮する工程をさらに含み、そしてここで該圧縮が
遠心、スクリュー、スクロールまたは往復式圧縮機で起こる、上記８、９、１１または１
２のいずれかに記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．約５０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約５０質量パーセント～約１質量パーセントの２，３，３，３－テト
ラフルオロプロペン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびシクロプロパン；
　ｄ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロピレン；
　ｅ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびフルオロエタン；
　ｆ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロピレン；
　ｇ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびペンタフルオロエタン；
　ｈ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、およびフルオロエタン；
　ｉ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、およびシクロプロパン；
　ｊ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、およびアンモニア；
　ｋ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、およびプロピレン；
　ｌ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびアンモニア；
　ｍ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびシクロプロパン；
　ｎ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびプロパン；
　ｏ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびプロピレン；または
　ｐ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタン、ペンタフルオロエタン、およびジフルオロメタン
からなる群から選択された組成物。
【請求項２】
　本質的に
　ａ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびアンモニア；または
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１－ジフルオロエタン
からなるａ．ｂまたはｃからなる群から選択された組成物。
【請求項３】
　冷却しようとする本体の近くで請求項１または２に記載の組成物を蒸発させる工程と、
その後、該組成物を凝縮させる工程とを含み、ここで組成物が冷媒である移動式エアコン
システムで冷却を生じさせる方法。
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【請求項４】
　冷却媒体をエバポレーターに通す工程と、請求項１または２に記載の組成物を蒸発させ
て蒸気を生成させる工程と、それによって冷却媒体を冷却する工程と、冷却媒体をエバポ
レーター外に出して冷却しようとする本体へ通過させる工程とを含む、フラッデドエバポ
レーター冷却装置で冷却を生じさせる方法。
【請求項５】
　請求項１または２に記載の組成物をエバポレーターに通す工程と、冷却媒体をエバポレ
ーターで蒸発させて冷却媒体蒸気を生成させる工程と、それによって組成物を冷却する工
程と、組成物をエバポレーター外に出して、冷却しようとする本体へ通過させる工程とを
含む、直接膨張式冷却装置で冷却を生じさせる方法。
【請求項６】
　フラッデドエバポレーター冷却装置、直接膨張式冷却装置または閉ループ式伝熱システ
ムでＨＦＣ－１３４ａを置き換える方法であって、請求項１または２に記載の組成物をＨ
ＦＣ－１３４ａの代わりに上記フラデッドエバポレーター冷却装置、直接膨張式冷却装置
または閉ループ式伝熱システムに備える工程を含む方法。
【請求項７】
　冷却媒体をエバポレーターに通す工程と、組成物を蒸発させて蒸気を生成させる工程と
、それによって冷却媒体を冷却する工程と、冷却媒体をエバポレーター外に出して冷却し
ようとする本体へ通過させる工程とを含む、フラッデドエバポレーター冷却装置で冷却を
生じさせる方法であって、ここで組成物が
　ａ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびジフルオロメタン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１，１，２－テトラフル
オロエタン；
　ｄ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｅ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびシクロプロパン；
　ｆ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロパン；
　ｇ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２，３，３，３－テトラフルオロ
プロペンおよび１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　ｈ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびジフルオロメタン；
　ｉ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｊ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびフルオロエタン；または
　ｋ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびプロパン
からなる群から選択される方法。
【請求項８】
　組成物をエバポレーターに通す工程と、冷却媒体をエバポレーターで蒸発させて冷却媒
体蒸気を生成させる工程と、それによって組成物を冷却する工程と、組成物をエバポレー
ター外に出して、冷却しようとする本体へ通過させる工程とを含む、直接膨張式冷却装置
で冷却を生じさせる方法であって、ここで組成物が
　ａ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびジフルオロメタン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１，１，２－テトラフル
オロエタン；
　ｄ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｅ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびシクロプロパン；
　ｆ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロパン；
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　ｇ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２，３，３，３－テトラフルオロ
プロペンおよび１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　ｈ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびジフルオロメタン；
　ｉ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｊ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびフルオロエタン；または
　ｋ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびプロパン
からなる群から選択される方法。
【請求項９】
　フラッデドエバポレーター冷却装置または直接膨張式冷却装置でＨＦＣ－１３４ａを置
き換える方法であって、組成物を上記フラデッドエバポレーター冷却装置または直接膨張
式冷却装置に備える工程を含み、ここで上記組成物が
　ａ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびジフルオロメタン；
　ｂ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびペンタフルオロエタン；
　ｃ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１，１，２－テトラフル
オロエタン；
　ｄ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｅ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびシクロプロパン；
　ｆ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペンおよびプロパン；    
　ｇ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２，３，３，３－テトラフルオロ
プロペンおよび１，１，１，２－テトラフルオロエタン；
　ｈ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびジフルオロメタン；
　ｉ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよび１，１－ジフルオロエタン；
　ｊ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびフルオロエタン；または
　ｋ．１，２，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、１，１，１，２－テトラフルオロ
エタンおよびプロパン
からなる群から選択される方法。
【請求項１０】
　組成物が、
　ａ．約８０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約２０質量パーセント～約１質量パーセントのジフルオロメタン；
　ｂ．約８０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロパンおよび約２０質量パーセント～約１質量パーセントのペンタフルオロエタン
；
　ｃ．約５０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約５０質量パーセント～約１質量パーセントの１，１，１，２－テト
ラフルオロエタン；
　ｄ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１０質量パーセント～約１質量パーセントの１，１－ジフルオロエ
タン；
　ｅ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロパンおよび約１０質量パーセント～約１質量パーセントのシクロプロパン；
　ｆ．約９０質量パーセント～約９９質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペンおよび約１０質量パーセント～約１質量パーセントのプロパン；
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　ｇ．約１質量パーセント～約６０質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフルオ
ロプロペン、約２０質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約５０質量パーセントの２，３，３，３－テ
トラフルオロプロペン；
　ｈ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約１０質量パーセントのジフルオロメタン；
　ｉ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約１０質量パーセントの１，１－ジフルオロ
エタン；
　ｊ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロパン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約１０質量パーセントのフルオロエタン；ま
たは
　ｋ．約４０質量パーセント～約９８質量パーセントの１，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロペン、約１質量パーセント～約５０質量パーセントの１，１，１，２－テトラフ
ルオロエタン、および約１質量パーセント～約５質量パーセントのプロパン
からなる群から選択される、請求項７～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　凝縮させる工程の前に組成物を圧縮する工程をさらに含み、そしてここで該圧縮が遠心
、スクリュー、スクロールまたは往復式圧縮機で起こる、請求項４、５、７または８のい
ずれか一項に記載の方法。
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